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1　調査の目的

この調査は，児童関連民間サ一ビス（子育て支援

民間サ一ビス）の提供者である事業者を対象とし，

サ一ビス内容やその間題点を明らかにすることによ

り，今後，児童関連民間サ一ビスについての振興．

指導方策を検討するための基礎資料を得ることを目

的として実施したものである。

2　調査の方法

調査対象となる児童関連民間サ一ビス事業者につ

いて，アンケ一卜票による実態調査を郵送により実

施した。

3　調査対象

民間企業及び公益法人等が展開している児童関連
．

民間サ一ビスの中から，育児支援及び就労と育児の

両立支援に関わる分野を調査対象とした。具体的に

は①保育関連施設（無認可保育施設・ベビーホテルき，

②ベビ一シッタ一（産裾期のヘルパ一を含む），③ベ

ビールーム，④育児相談の各分野における，合計2000

事業所を調査対象とした。

調査票の回収率等は，次の通りである。

廃 －＿盲 鱒 ‾収 回碗率

－一夜膏 関連⑯ 設
1」407 3鱒 27・4（％）

づピーシッタ† ユ醜 75 － 38．3

ベ ビー ル一 ム 230 76 33二0

育′　児 、、相 ＿－・淡 ＿ ■167 二 45＋ 26・9

合　　　 ‾を
＿2，0－00－

、581 29．エ

4　調査時期

平成4年1月～2月

5　調査内容

調査対象とするサ一ビス分野について，

①事業者が純然たるビジネスとして提供してい

るもの

②事業者が事業運営上，顧客の利便を図るため

／の付帯的サ一ビスとして提供しているもの

に区分して，

①事業者概要

②サ一ビス利用者数

③サービス内容・料金等

④セキュリティ体制

⑤職員の教育・研修制度

等についてアンケ一ト調査を行った。

連字彗　－



6　調査体制

この調査の実施については，㈱日本l）サ一子総合

研究所に委託した。また，広く世間の関心を集める

とともに，調査の支援協力を仰ぐ意味から，学識者・

児童関係団体・関係業界等の代表者からなる企画委

員会を設置し，調査票作成の段階から集計方法，調

査結果の分析．とりまとめ等の各段階で，具体的助

言をいただいた。

緒果の概要

Ⅰ保育関連施設に関する調査結果

この調査では，無認可保育施設及びベビ一ホテル

を対象とした。

O「無認可保育施設」：乳幼児を保育することを目

的とする施設であって，都

道府県知事の認可を受けて

いないもの

O「ベビ一ホテル」：無認可保育施設であって，

夜間保育．宿泊を伴う保育

又は，時間単位での一時預

かりのいずれかを行ってい

るもの

施設概要

く経営開始年〉

○昭和50年代に設立された事業者が過半数を占

める。

く経営母体・資本金〉

○経営母体については，大半が「個人」による

ものであり，73・5％を占めた。

○資本金は「ない」ところが40．3％，「300万円

未満」が19・2％を占めており，総じて，小規

模の事業者が多い。

く経営開始理由〉

O「社会奉仕や社会参加のため」及び「社会福

祉や宗教上の理念から」といった営利以外の

目的で経営を開始した事業者が，合わせて

60・0％を占めている。

く売上高〉

○売上高は事業者間でバラツキがあり，事業規

模の格差が顕著になっている。

く設置場所の周辺環境．立地条件等〉

○設置場所の周辺環境・立地条件等をみると，

ト戸建て中心の住宅地域」が多いが，他方，

「駅前．駅周辺」及び「都心部の商業地域」

といった便利な場所に設置されている事業者

も18．4％を占める。

○設備・部屋の有無，独立・共用状況では，「保

育室」，「子ども用便所」といった基本的設備

はほとんどの事業者で整備されている。

表1経営開始年　　　　　　　　　N＝385社

表2　経営開始理由　　　　　　　N＝385社

社会奉仕や社会参加のため……‥‥……………‥47・0％
社会福祉や宗教上の理念から．．…………
他の事業を補完するサ一ビスとして．．．．
成長市場として有望だったので．………．
その他．無回答

……・13・0％

（複数回答）



児童関連サ一ビス実態調査

表3　年間売上高（収入額）　　　　　N＝385社
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表4　設置場所の周辺環境・立地条件　N＝385社

職員体制

く職員数等〉

01施設当たりの平均職員数は6．6人（うち保育

担当職員は5・4人）であった。

○資格別にみると，79・0％の事業者が「保母」

を有している。一方，看護婦・調理師・栄養

士等の専門資格者を有している事業者は少な

く，人数も大半が1人という状況である。

く職員確保の方法及び条件〉

○職員確保の方法としては，「知人等からの紹

介」が中心であり，54．8％を占める。その他，

「求人広告での公募」，「職業安定所の紹介」

がそれぞれ30％前後を占める。

○職員確保の条件としては，「有資格者のみ」及

び「有資格者優遇」が，合わせて68・9％を占

めており，比較的資格や経験を重視する傾向

が見受けられる。

図1　資格別保育担当職員数

0　10　20　30　40　50　60　70　80　90100（％）　N＝385社

13．2％　　　　　　　　7．8％ 4ア％Ⅲ1人

⊂］2－3入

国折5人

巨ヨ8人以上

［コ無回答

0　10　20　30　40　50　60　70　80　90　100（％）

表5　保育担当職員確保の条件　　　　N＝385社

（複数回答）

サービス内容

く子どもに対する保育サービス〉

。総じて∴「生活習慣の確立重視」及び「発育に

見合った生活尊重」等が重視されている。

0保育マニュアルや日課表等の有無の状況につ

－いては，大半の事業者において整備されてい

る。

く保護者に対する保育サービス〉

○総じて，「連絡帳等コミュニケ一ション」，「育

児相談やアドバイスの実施」等が重視されて

いる。

0この調査と合わせて送付してもらったり一フ

レットからも，保護者と創意をこらしたコ

ミュニケーションを図っていることが伺ぇ

る。

○また，「残業等の事情に柔軟に対応」といった，

保護者の生活形態の多様化に対応していエう

とする傾向も見られる。



表6　子どもに対する保育サービス

（特に重視しているもの）　　　N＝385社

（複数回答，上位6項目）

表7　保育マニュアル・日課表等の有無N＝385社

育⇒ニュアノ目　‾課二　表 郵　 立 －∵衷 i一部随の高瀬

あ　 ＿り■ 55．3％ 6‾し8％ 63・．・6％ ．‾61．．6％ －

な　 し 軍1・6％、 1■9・2琴 坤・4％　 、19⊥＿0％

無回答 23．1％ 隼 0％ ．■‾iア．9％－　 19・＿5％

表8　保護者に対する保育サービス

（特に重視しているもの）　　　N＝385社

連絡帳等コミュニケ一ション……………………86・0％

残業等の事情に柔軟に対応・．…・．…・……・．……・・66．2％

育児相談やアドバイスを実施・………・．…………55．1％

個々のプライバシ一の保護…・・…………………．18．ア％

夜間休日保育ニーズに対応………………………17．7％

保育所．幼稚園等の送迎

（複数回答，上位6項目）

利用条件等

〈子どもが病気や障害を持つ場合の取扱〉

O「原則として利用不可」としているのは，

16．4％にとどまり，程度にもよるが，77．6％

の事業者では利用が可能となっている。

く営業時間等〉（平目）

○営業開始時刻は「7時半～8時半」が71・0％，

終了時刻は「18時～19時」が半数を占める。

保護者の勤務時間に合致した状況だが，終了

時剖を19時以降とする事業者も23・8％あり，

保護者の勤務形態の多様化にも対応しようと

する傾向が伺える。

○営業時間は「10時間～11時間未満」が36・4％，

平均営業時間は10時間42分であった。

く子どもの年齢範囲〉

087．3％の事業者が年齢制限を設けている。
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○最低年齢については，1歳以上としている事

業者は19．4％に過ぎない。

○一方，最高年齢に？いては，6歳以上が49．7％

を占める。

く利用料金〉

○月単位でみると，30，000～50，000円が料金中

心帯であり，平均35，700円／月である。

0その他の料金として，31．4％の事業者が「暖

房費」，29・4％の事業者が「給食代」を徴収し

ている。

0また，70・9％の事業者で料金割引制度が設け

られているが，そのほとんどは「兄弟割引」

である。

くセキェ暮）ティシステム〉

○子どもの突発的な傷病，事故等への対策につ

いては，賠償責任保険等の「保険全般」が

72・5％，「医療機関との連携」を図っているの

が31．4％であった。

〉　表9　子どもが病気や障害を持つ場合の取扱

N＝385社

病気・障害があっても程度によっては利用可…51．2％
病気の場合は程度によっては利用可……………14・5％

障害の場合は程度によっては利用可……………11・9％

いずれの場合も原則として利用不可……………16．4％
その他・無回答

表10　平常開始時刻　　　　　　　　　N＝385社

ア嘩半場 印
7 時半

～ 8 時 ．

8 痘～

8 中辛 8 時半 以

平 ．、由一 1軍・5％ 42 ．9％ 2 8．1％　　 8 ・醜

∴土曜 一日 1 1．7 ′42 ．3 2 7．8　　　　 8 ．1

日祭 日 2 ・1 2 ．′3 3 ・9　　　 ・4 ・4

＊「無回答」は表示していない。

表11平常終了時刻　　　　　　　　N＝385社

1白面 18時 19時　　　 21時
以前 ～19時 ～21時　　 ，以降

中　 日＿ 1凱2■％ 50．1ヲ右－ i5．．3％ ニ　 8溺 g ■■＿

土曜日、 4．5・5 28．．1・ 8－．8　　　　 7．5
日祭日＿ 2．4 3・9 2．9　　　　 3．・5

＊「無回答」は表示していない。



児童関連サ一ビス実態調査

表12　営業時間数　　　　　　　　　N＝385社

′7 暗面

・未鱒

7＿～ 9〈～ 1d～′ 11～
‾1中 野

、単車 ー

9 時間 ‾10時間’＝、11時画 12時軸

∴未満 未満＋－■ネ 満 束鱒

乎 ＝・盲 2・9宛 6油％ 臥6％′乳 4兎．
－2．＿し0費
■16．7ー％ ・

土曜日 24．9 、10．6 ′＿8－・．1 22・3 ‾．－11・9　－二11．4＝

日華 日 エ．1‾ 1‾．3 1・3 3．4． ‾2‾．1 一声・6

＊「無回答」は表示していない。

表13　利用料金（月単位）　　　　　N＝385社

利用状況

く施設定員〉

041．2％が「30入来満」であり，比較的小規模

の事業者が多い。また，「50～100人未満」の

中規模事業者も14．5％存在する。なお，平均

定員数は43人であった。

く利用子ども数〉　　　／

01日当たりの平均利用子ども数は37．1名であ

り，定員に対する単純計算での利用効率は

86％であった。

く利用時間数別利用状況〉

01日当たり利用時間数別分布が「十定してい

る」という事業者は，81・3％である。

○その利用時間分布をみると，「6～S時間」が

最も多く52．9％を占め，次いで，「9～11時間」

の40・2％となっている。

く保護者の職業〉

○保護者の職業について多いものを複数回答し

てもらったところ，91．9％が「つとめ人常勤」

であり，次いで「自営業」（40・0％）となって

いる。

○パートも含めてつとめ人の内訳をみると，「病

院」が最も多く44．1％を占め，次いで「サ一

ビス業」（39．8％）という回答が多かった。
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表14　施設定員　　　　　　　　　　N＝385社

表15　利用時間数別利用状況　　　　　　N＝313社

＊上表は，1日当たりの平均利用人数37・1名の利用時間

数別分布状況を百分率で示したものである。（不明・無

回答は除く）

図2　保護者の職業・業種内訳（つとめ人）
N＝385社

（複数回答）

尋　業種内訳（つとめ人の場合）

製造業



表17　年間売上高　　　　　　　　　　　N＝75社

Ⅱ　ベビーシック・に関する調査結果

この調査では，保護者の委託を受けてその居宅に

おいて乳幼児の保育等のサ一ビスの提供を行ってい

るベビ一シッタ一業を対象とした。

施設概要等

く経営開始年〉

○半数以上が平成元年以降の設立であるが，平

成2年をさかいに増加スピ一ドが減少してい

る。

〈経営母体・資本金〉

○経営母体は「独立した民間会社」が48．0％を

占める。また，「個人」は28・0％であった。

○資本金は「300万円未満」が46．7％を占め，3

社に2社は500万円未満といった規模である。

〈売上高〉

01000万円以上が44・0％を占める一方，500万円

以下か30．7％とあるように，事業者によって，

かなりバラツキがある。

くべピ一シッター数〉

○ベビ一シッタ一数は，「10人未満」から「100

人以上」までの事業者が平均的に分布してお

り，事業者間の格差が見られる。

○ベビ一シッタ一を除いた社員数は「15人以上」

が22．7％，「10～14人」が乳0％となっている。

一方，「5人未満」という小規模事業者は

34．6％を占める。

く研修・教育制度〉

04社に3社が研修・教育制度を設けている。

表16＼経営開始年　　　　　　　　　　　Nニ75社
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表18　ベビーシッタ一致　　　　　　　　N＝75社

表19　社員数　　　　　　　　　　　　　N＝75社

サ一ビス内容

○子どもの世話に関するサ一ビスとしては，「食

事等身の回りの世話」，「遊び・散歩等の相手」

といった一般的なサ一ビスについて，大半の

事業者が行っている。（総じて「親代わりの世

話」）

0十方，利用者に対しては，「育児に関する相

談・助言」，「産裾期のケア」のほか，「イベン

ト企画への参画」等を行っているところもあ

り，サ一ビス内容は多様化している。

表20　子どもに対するサービス　　　　　N＝75社

（複数回答）
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表21利用者に対するサービス　　　　　N＝75社

（複数回答）

利用条件等

く子どもが病気や障害を持つ場合の取扱〉

0「原則として利用不可」としているのは10・7％

にとどまり，程度にもよるが，85・3％の事業

者では利用が可能となっている。

く営業時間等〉

○営業時間について，利用時間帯を設けている

事業者は57・0％であった。

○営業開始時刻は58・1％が「9時以降」，27．9％

が「8時～9時」であり，一方，終了時刻は

18時以前から20時以降まで平均的に分布して

いる。

0営業時間数は，55・9％の事業者が11時間以上

のサ一ビス体制を敷いており，平均11時間43

分であった。

く会員制〉

○会員制であるところが42・7％，会員制でない

ところが48．0％であり，ほぼ同じ割合を占め

ている。

く基本的な利用料金〉

01時間当たりの料金で，1，000～2，000円が料

金中心帯である。

泰22　子どもが病気や障害を持つ場合の取扱

N＝75社

墳気▲障害があっても程度によっては利用可…61・3％

璃気の場合は程度によっては利用可．．……・……20・0％

障害の場合は程度によっては利用可・・…・・…・・…4・0％

いずれの場合も原則として利用不可……………・10・7％

その他・無回答
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表23　営業時間数　　　　　　　　　　N＝43社

表241時間当たりの利用料金　　　　N＝75社

＊500円未満：0か所

利用状況

く利用理由〉

O「保育所等が利用できないとき」，「保育所・

幼稚国の送迎のため」といった，保育二一ズ

に直接問わる理由が多い。

○また，「美容院や買物等に行くとき」，「産裾期

のケアが必要なとき」といった，周辺的な理

由もそれぞれ30％弱ある。

く利用時間〉

○全体の60・0％が「4～5時間」であるほか，

「3時間未満」が30・7％を占めており，総じ

て短時間の利用が中心であることがいえる。

表25　利用理由　　　　　　　　　　　　N＝75社

保育所等が利用できないとき……………………．36．0％

保育所・幼確固の送迎 30．7％

美容院や買物等に行くとき…………‥………‥‥29・3％

産裾期のケアが必要なとき・．…………・…・・…・…29・3％

育児に関する相談相手として……………………5・3％

親自身の話し相手として

（複数回答，上位6項削



表26　1回当たり利用時間　　　　　　　N＝75社

4～5時間…………………………………………60．0％

6～7時間．……・…・・・…・・．……・・……．・…………12．0％

8時間以上

無回答．・

（複数回答）

ⅠⅠⅠベビールームに関する調査結果

この調査では，百貨店・ホテル・自動車教習所等

の事業者が，事業運営上，顧客の利便を図るため，

一時的な託児等の付帯サービスを提供するベビ一

ル一ムを対象とした。

施設概要

〈設置場所及び施設規模〉

○設置場所については，「オフィスビル・マン

ション等」が27．6％を占め，その他，調査の

対象であった首貸店・スポ一ツタラブ及びホ

テル等，店舗等の付帯施設として設置されて

いるものであった。

○施設規模を総床面積でみると，「30m車夫満」と

いった小規模な施設が多い。

く託児室等の設備．部屋の設置状況〉

○託児室を備えているのは40・8％で，単数にも

満たない状況である。

○託児室以外では，「ベビ一ベッド」，「便所（親

子用）」，「相談室」，「授乳室」等の設置されて

いる割合が相対的に高く，逆に，「医務室」，

「調理室」については低い。

○なお，ベビーベッドの平均設置数は4．6個で

あった。

表27　総床面積　　　　　　　　　　　　N＝76社
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図3　託児室以外の設備・部屋の有無
N＝76杜

Ⅲぁり

〔］鯛答

。　1。　20　30　ヰ0　50　60　7。　80　90　100（％）

利用状況

く子どもの年齢層〉

0総じて3歳未満の低年齢児が多いが，サ一ビ

ス内容が幼い子どもを持つ者を対象として構

成されていることからすると，当然の結果と

いえる。

〈1回当たりの利用時間〉

0「2～3時間」が最も多く，40．8％を占め，

次いで「30分程度」が30．3％となっている。

く1日当たりの平均利用子ども数〉

03故に1社は「10人未満」であり，その他は

10人～100人まで分散されている。

表28　子どもの年齢層　　　　　　　　　N＝76社

＊づ、学生以上：0か所

表291日当たりの平均利用子ども数　　N＝76社



児童関連サ一ビス実態調査

1V　育児相談に関する調査結果

この調査では∴百貨店等の事業者が，事業運営上，

顧客の利便を図るため，付帯的なサ一ビスとして提

供している育児相談を対象とした。

運営方法等

く運営方法〉

0「自社運営」が44．4％，「委託運営」が40．0％

であり，ほぼ同じ割合である。

○委託先は「医療関係機関」（27・8％）のほか，

新聞社の文化事業団，財団法人，母子健康セ

ンタ一等であった。

く相談体制〉

03人以上で相談に当たっているところが最も

多く，35．6％占める。

○相談員のほとんどは看護婦・保母等，何らか

の資格を持っている。　　　　　　　　　　－

表30　相談体制（相談員数）　　　　　N＝45社

1 人■ 2 人 3 人以上 無 国 ＼答

相 ＿談 員 全 体 24．4％ 15・占％ 35．6％ ▲
－24二4％－

うち有資格者 26・7％ 8．9％ 35・6％ ′28．9％

サ一ビス内容

〈相談形態〉

O「面接相談」が64．4％，「電話相談」が53．3％

を占める一方，「手紙相談」や「訪問相談」は

僅かであった。

く相談サ一ビスの内容〉

O「授乳・食事に関すること」が最も多く，4

社に3社が行っている。

○次いで，「身体の成長．運動機能の発達に関す

ること」，「排泄・睡眠・夜泣き等の日常生活

に関すること」等の割合が高い。

く利用料金〉

0あくまで付帯的サ一ビスとして運営している

ことから，利用料金は大半が無料であり，有

料事業者は僅か8・9％であった。
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表31相談サービスの形態　　　　　　　N＝45社

（複数回答）

表32　力を入れている相談サービス　　　N＝45社

（複数回答．上位6項目）

利用状況

く利用者の特性〉

○利用者の86・7％は「母親」であり，その職業

をみると「無職」が55．6％を占めた。

く相談内容〉

○相談件数が多いのは，「授乳・食事に関するこ

と」（77・8％），「身体の成長．運動機能の発達

に関すること」（51・1％），「排泄・睡眠・夜泣

き等の日常生活に関すること」（42．2％）等で

あり，事業者がカを入れている内容とほぼ一

致している。

く子どもの年齢層〉

0ほとんどが1歳未満の子ども（乳児）につい

ての相談であり，複数回答で88・9％を占めた。


